
全国学力・学習状況調査特集号（概要版）

○夏季休業が終了しました。いよいよ前期後半です。
９月1日の「朝会」で次のことを児童に話しました。
夏休みに入る前に夏休みには普段の生活の中ではできないことや、この季節だから実行できることにチ

ャレンジしてください。新しいチャレンジの対象を見つけて、新しい自分を発見して思い出に残る夏休み
にしてほしいと願っています。という話をしました。元気に登校してきた皆さんの顔を見ると、一人一人
自分なりによりよい変身ができたようです。宿題も頑張ったようですね。（力作が集まっています。）
さて、9月になり、前期のまとめの時期になりました。勉強・運動・係活動など様々な活動などについ

て、評価される時期でもあります。いままでよくできなかったことについては、今日から新しい気持ちで、
新たにがんばろうという気持ちで、よくできたことについては、さらによりよくなるように取り組んでほ
しいと願っています。また、長く休んでいたので、これからの学校生活のリズムにまだ慣れない人もいる
かもしれません。早寝早起きをはじめ、体の調子を整えて元気に学校生活を送ってほしいです。

平成２７年度全国学力・学習状況調査結果（古山小の概況）

【学力調査】結果（全国平均正答率との比較）※公表の仕方は市教委に準ずる
実施日 ：平成２７年４月２１日（火）（８月下旬に結果が届きました。）
実施学年：第６学年８３名
実施教科：国語Ａ（主として知識に関する問題）、国語Ｂ（主として活用に関する問題）

算数Ａ（主として知識に関する問題）、算数Ｂ（主として活用に関する問題）

「平均正答率の記号の凡例」

◎ 上回ってる。（５ポイント以上１０ポイント未満）○ 上回っている。（１ポイント以上５ポイ
ント未満） ― 同程度（±１ポイント未満）
▽ 下回っている。（１ポイント以上５ポイント未満）▼ 大きく下回っている。（５ポイント以上）

（１）全体の比較と傾向（全国との比較）

６年生 国 語Ａ 国 語Ｂ 算 数Ａ 算 数Ｂ 理 科

全国との比較 ▽ ○ ― ○ ―

・国語は、主として知識に関する問題（A）の平均正答率は全国平均正答率と比較すると1.５ポイント
程度下回っている。主として活用に関する問題（B）では上回っている。

・算数は、主として知識に関する問題（A）の平均正答率は全国平均正答率と比較すると同程度である。
主として活用に関する問題（B）では上回っている。

・理科の平均正答率は全国平均正答率との比較すると全く同点であった。
・全体的に主として知識に関する問題（A）より、主として活用に関する問題（B）の方が全国平均正
答率と比較すると上回っている。

・国語・算数・理科において、基礎的・基本的な知識・技能に関する学力の向上が望まれる。

（２）学習指導要領の領域別の比較（全国との比較）

国 語 国 語Ａ 国 語Ｂ 算 数 算 数Ａ 算 数Ｂ 理 科

話すこと・聞 ▽ 数と計算 ― ○ 物質 ▽
くこと

エネルギー ▽
書くこと ▽ ○ 量と測定 ― ▽

読むこと ― ○ 図形 ― ○ 生命 ◎

伝統的な言語文

化と国語の特質 ▽ 数量関係 ◎ ○ 地球 ▽
に関する事項
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（領域別の傾向）
・国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」
が全国平均正答率よりやや下回っている。

・国語Ｂでは、「書くこと」、「読むこと」、が全国平均正答率より上回っている。
・算数Ａでは、「数量関係」、が全国平均正答率より大きく上回っている。
・算数Ｂでは、「数と計算」、「図形」、「数量関係」が全国平均正答率より上回っている。
・理科では、「生命」が全国平均正答率より大きく上回っているが、その他は下回っている。

《特に正答率が低かった設問の内容（学習の改善が必要と思われる設問）※問題参照》
●国語Ａ「コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜く」５ の二の設問
●国語Ｂ「【中田とよさんへのインタビューの様子】の内容をまとめて書く」１の三の設問
●算数A「円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形が二等辺三角形になる理由として，最もふさわ
しい円の特徴を選ぶ」５ （１）の設問

●算数Ｂ「二組の道のりが，それぞれ等しくなることを書く」１の（３）の設問
「２０％増量した商品の内容量が４８０ｍＬであるとき，増量前の内容量を求める式と答えを書く」
２の（２）の設問→正答率１０％台と低い
「目標に達するには，１２月に３０００個のキャップを集めればよいわけを書く」４の（３）の設問、
「示された図において，分割された二つの図形の面積が等しくなるわけを書く」５の（１）の設問
→正答率１０％台と低い

●理科「水の温度と砂糖が水に溶ける量との関係のグラフから，水の温度が下がったときに出てくる砂
糖の量を選び，選んだわけを書く」３の（６）の設問

※本調査の目的や，調査結果は学力の特定の一部分であり、また学校における教育活動の一側面です。
今後は、更に詳細な分析を行い、その分析結果を日常の学習指導の工夫改善等に生かしていきます。

【学習状況調査（児童質問紙）】の良好な結果（ほんの一部です。）
実施日 ：平成２７年４月２１日 実施学年：第６学年８５名
回答方法：４つから選択等
回答例：（１．している ２．どちらかというとしている ３．あまりしていない ４．全くしてい

ない ５．その他 ６．無回答）など
☆下記の質問の回答の％は、「１．している」と「２．どちらかというとしている」の合計です。
（高い割合や全国・県の結果と比較してよい傾向が見られる結果を示しました。）

・朝食は毎日食べてきている。 （９８．８％ ）
・ものごとを最後までやり遂げて、うれしかった。 （９５．３％ ）
・難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している。 （８３．５％ ）
・自分には、よいところがあると思っている。 （８０．０％ ）
・友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができる。 （９７．６％ ）
・普段（月から金）1日あたり携帯電話やスマホでメール・インターネットをする時間

（3時間以上４時間以下 ２．４％ ４時間以上 ０％ 持っていない ５５．３％ ）
・1日あたりの学習時間「授業以外の月～金」

（1時間以上3時間以下 ７１．８％ 3時間以上 １４．１％ ）
・土日の1日あたりの学習時間 （1時間以上3時間以下 ６３．６％ 3時間以上 １７．６％ ）
・1日あたりの読書量 （３０分以下４９．４％ ３０分以上５０．６％ ）
・家の人（兄弟姉妹は除く）と学校での出来事を話す。 （８５．９％ ）
・家の人（兄弟姉妹は除く）は、授業参観や運動会などの行事に来る。（９８．８％ ）
・家で自分で計画を立てて勉強している。 （８２．４％ ）
・家で、学校の宿題をしている。 （１００％ ）
・家で学校の授業の予習をしている。 （６１．２％ ）
・家で学校の授業の復習をしている。 （７４．１％ ）
・学校へ行くのは楽しい。 （９４．１％ ）
・地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある。（８１．１％ ）
・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。 （６５．９％ ）
・テレビやインターネットでニュースを見る。 （９０．５％ ）
・学校のきまりを守っている。 （９７．６％ ）
・人の気持ちが分かる人間になりたいと思っている。 （９７．６％ ）
・いじめはどんな理由があってもいけないと思っている。（１００％ ） 思っていない。（０．０％ ）
・人の役に立つ人間になりたいと思っている。 （９６．５％ ）
・授業で本やインターネットを使って調べ学習をよくする。 （８６．０％ ）

児童が書いた「夏休みに体験したこと 調べたこと」が、校長室にたーくさん届きました。素晴らしい体験
ばかりで感動しています。後日一部を紹介したいと思っています。お楽しみに

☆６年３組学級担任の「齋藤勇也先生」が７月にめでたく結婚されました。さらに、
☆２年２組学級担任の「岩渕仁美先生」も８月にめでたく結婚され「鈴木仁美先生」
に姓が変わりました。末永いご多幸を祈りつつ、新しい門出を祝福いたします。

※児童の活動の様子や学校行事等については、学校ホームページに掲載してますのでぜひご覧下さい。
古山小学校ＨＰアドレス http://www.school.shimotsuke.ed.jp/koyama/top.htm

自己肯定感が高いのは素晴らしいこ

とです。さらに伸ばしましょう。

宿題は、全員家で実行しています。

家庭の協力にも感謝です。

１００％の児童がいじめはダメ！


